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そして，義諸国で導入されている。
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? ?、つまり「知力を発達させる手段J，④「努力せずζと，のとする ζと，③「思考作用をよびお ζす」
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て，かれの感覚の活動領域を拡大する ζ とはできない〉。第 3には，その道具の使用によって，自然





















































































































また何ら専門的な教育を与えるものでもなしっωヤはし、う一一般の労働適性を教育するものでもなく . ._， tて‘‘ • 
それど乙ろか彼らは自分の肉体的な力を早くもだめにし，子供の精神的・肉体的発達は疎外される。• " ‘ 
ヲと折する。手臓を生かしようのない父親は低賃金で一日中工場労働をし，母親もど ζかの工場へいく。.-・v. . . .， : ~ 
生活のためには子供たちを準備教育なしに「売りとばす」他ない。号FF?
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そのために総合技術学校は次のような ζ とを目ざす。 r狭い専門家を養成する ζ とではなくして，
生産の様々な部門のあらゆる結ひeっきやそれぞれの役割を理解し，それらのそれぞれの部門の発展傾
向を理解している人聞を養成することであり，またそれは当該の時において，何ぞ，何故に行なわね





























































主張していたが.そのような見解に対して，彼女は 1981年 K次のように需った。 「中央委員会の決議(37)
ガステフも「必要なのは知識ではなくて，例えば，
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l' ，. ~ .句を
展が著しい今日では，民主主義教育の実現の不可欠な一環として，労働と の結合を位置つstていかね-古詩拘
クループスカヤの言 うような「学校委員全J(57) そのためには，学校教育のシステム自身が，ばならなし、。h ・品
「子どもたちの衛生学的条件や他の諸条件のような組織をつくりあげていかねばならないだろうし，-‘ 、.唱d・，":. 
を考慮して.子供たちの社会的な生産労働を適用できるような労働分野を調査 し，教育組合，労働組rh・z 
合，協同組合その他の代表者たちと 共同してJ(~)ζ の労働を組織してい く ための諸条件を整えなけ. ， .・ .‘. 
ζれζの ζ とζそが，学校の教育目的が配慮していかねばな らえよいものなのであり，ればならなL、。
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Telr.広三三AeCRTs l-I. I{. :{}Jync~<a.n: fIe，1larOr11Qe Cl{J.Ie 
(iJ13i ， NJLKOCK以， 1957-1S63)T.l ， CT}.2~O-2S7.
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'lr'(~ なが，館防1i'~J，晶画3 予の寧宋に総合捜術教育と I~ • という形で 4 点1と直ってその鯖側面を盤理しているが.乙 ζで



































































CT}!。己09-010.(傍点一筆者)JKe， TaM (19) 
、
CTp.309. ~~e ， 







1954年)第2巻 P.772 .を参照の乙と。K・マルクス，長谷部文雄訳 『資本論j(青木書庖，(22) 














































































(81) TaM ze， C T P • 1 S 6 • 




(36) Tay JKe， CTp.074. (C1¥4. Ee i託e，T.4，CTρ. 181. ) 
(Z1) r中央委員会の決議Jとは， 1931年8月25日付決定の全ソ連邦共産党(ポリシェビキ〉 中央委員会による
「小学校と中学絞についてJと題する決議であろう。(r資料一ソビエト教育学一理論と制度J(新読書社.
1976年)P.P. 508--518;参照の乙と，尚，詳しい経緯は， r矢川徳光教育学箸集第 1巻j(青木蓄広，
1973年);参照の乙と。
(38) Tε.M .>Ke， C T P •54 ~ • 
(39) E話返e，T.-全， cTp.19υ. 
(40)‘TaM J1Ce， cT.p.554. 































;」いを 8， ~ ，織繊学や電気学の技術学的過程のg基礎知織(麗鈴と実厳において)をえる乙とに基礎
治おもアでいJ.ザnグラムの智鋤fC-潟、ては，現代的な社会的な労働の教養を与えねばはらない。(労働の織
ー議集を使。て鋤〈飽力，それは熟練した手を与え，工具や機憾やトラクター，工作機械を 、
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? ? ? (48)佐々木亨「総合技術教育と現代日本の民主教育J(技術教育研究会編『総合技術教育と現代日本の民主教育J
， 
(鳩の森b民:， 1974年)所収)P. 93. 
(49) I京正伝，佐々木字「現代日本の技術教育J(講座『現代民主主義教育JI(青木書庖，1969年)第4巻所収)
P. P. 216-218. 
三.~(. I{p~rncKaι: 日Gぷc:.ro1"'Lこt!eC RI.:e 
CT .f'・主17.
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C T 1-i. 310-311 ・ (傍点，後者は筆者)
CTρ.425. 
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